
事業戦略
● 「成長産業」への積極展開
● グローバルな「地域戦略」
● 「非日系企業」の開拓

「知的資本」の増強
● 「GX＆DX技術」の高度化

「人的資本」の増強
● 質的・量的拡充と

ビジネスプロセス変革

「経営基盤」の強化
● 「事業推進・モニタリング体

制」の強化
● 「グループグローバル経営

基盤」の強化

DX戦略

イントロダクション

完成工事高

5,000億円超

ROE

12%以上

DOE

5.0%以上

当社が創業理念に掲げる「顧客第一」の精神とは、ステークホルダー（社会全般）から永続性のある信頼を得ることを意味しま
す。大気社グループでは、この精神を大切に、常に時代の変化を見据え、地球環境や社会の課題をいち早く捉えながら、事業を通
じて価値を創造し、持続可能な社会に貢献しています。2025年5月、当社は2035年に向けたグループ全体の計画「10年プラン
2035」と、その最初期となる3か年の新中期経営計画を策定しました。当社の事業活動のベースに10年プランを据え、8つの戦略

的焦点を通じて当社が進む先に、10年後の目標である「当社が目指す高み」を設定しました。社会課題の解決に貢献し目標を達成
するとともに、経済的価値を倍増させることで、企業価値を高めていきます。2035年のありたい姿“Be Engineering for a 
Sustainable Society”、「持続可能な社会の構築」に貢献するグローバルエンジニアリング企業となるために、当社は活動を継続
していきます。

価値創造プロセス

Be 
Engineering

｢持続可能な社会の構築」
に貢献する
グローバル

エンジニアリング企業

for a Sustainable 
Society

FOCAL POINTS

8つの戦略的焦点

VISIONHIGH ASPIRATIONS

2035年に大気社が目指す“高み”重要課題

INCREASE 
CORPORATE VALUE

「企業価値」の向上 2035年のありたい姿

10年プラン2035
（ 2 0 2 6 年 3 月 期 - 2 0 3 5 年 3 月 期 ）

中 期 経 営 計 画
（ 2 0 2 6 年 3 月 期 - 2 0 2 8 年 3 月 期 ）

ビル空調

産業空調

環境ビジネス

EMS

塗装
プロセス

知的資本戦略
事業戦略

経営基盤の
強化

人的資本戦略

自然資本／
環境戦略

DX 戦略

MATERIALITY

「時価総額」など
企業の経済的価値指標の向上

自然環境との共生など
社会的課題の解決への貢献

経済的価値
の倍増

社会的価値
の増大

SYNERGY
技術シナジー

産業向け
ビジネス
製造業を中心に

幅広い産業の工場･研究所などの
設備エンジニアリングに強み

グローバル
ビジネス

1980年代から海外展開を
行い「地域密着型のグローバル

ネットワーク」を確立

環境システム

塗装システム

イントロダクション マネジメント
メッセージ

ありたい姿と
成長戦略 事業戦略 サステナビリティ コーポレート・

ガバナンス データセクション
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